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保育者養成校における表現についての一考察
冨　田　英也
はじめに
　本学の「表現（音楽）」は、大学としての音楽教育の在り方に留意し、保育
者養成校として幼稚園教育要領や保育指針に沿って保育内容を基礎に踏まえな
がら、将来幼児教育者としての教養と資質を得ることができるような授業を行っ
ている。
　そのよりどころの1つである教育要領は、平成元年に殆ど全面的に改定され
施行されてすでに10年を経過しようとしている。そして、養成校においても幼稚
園においてもようやく浸透してきたように思える。
　しかし、世の中の動きはどうだろうか、現代の社会は複雑で世の中の変容には
身に余るものがある。かつて戦後の高度成長と共に発展したエレクトロニクスの
躍進があったが、現代になって更にマルチメディヤといわれるコンピューター等の
情報社会は科学技術の進歩によって目まぐるしい速さで広がり氾濫している。し
かし、その反面日本ではバブルが弾け世の中は景気も低迷し、高齢化社会と少
子化が進んでおり、福祉と生涯教育等の充実が望まれている。又、一方子ども
の社会ではいじめや性犯罪等のモラルが何度となく取り沙汰されており、こころ
とゆとりが見直されている。
　このような速い転回で世の中が変貌している社会にあって、子どもは真直ぐに
育つのだろうか考え遍くところであり、10年過ぎた今、教育要領が見直され改
定されるのも当然といえる。
　当時の教育課程審議会の答申では、改善のねらいとして（1）豊かな心を持ち、
たくましく生きる人間の育成を図る（2）自ら学ぶ意欲と社会変化に主体的に対
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応できる能力育成を重視する（3）国民として必要とされる基礎・基本的な内容
を重視し、個性を生かす教育の充実を図る（4〉国際理解を深め、文化と伝統を
尊重する態度育成を重視すると4つの柱を基にしている。そして主に小学校以
上の教育で「いじめ」「登校拒否」「体罰」「非行」などの荒廃を見直し、学校
教育を秩序ある健善な場所として再編成することであった。幼稚園では（1）人
とのかかわりを持つ力を育成する（2）自然との触れ合いや身近な環境とのかかわ
り合を深める（3）基本的な生活習慣や態度を育成する。という諸点が全体を通
じて十分達成できるよう配慮して内容を改善することが掲げられ、幼児の活動の
実態を踏まえ、六領域が「健康」「人問関係」「環境」「言葉」「表現」の五領
域それぞれのねらいと内容に編成された。
　平成9年11月に教育課程審議会は、中央教育審議会の第一次答申と第二次
答申の指摘を受け総括的な検討と審議を行い、「教育課程の基準の改善の基本
方向について」（中間まとめ）として報告があった。そして今年の平成10年末ま
でには最終報告がされるようである。
　ここで、私は改めて保育者養成校における「表現（音楽）」の授業内容がこ
れからの幼児教育社会にふさわしいか再考し、或いは試案を考え現代社会と大
学にマッチするよう再構築せねばならないのではと考えるのである。
　先ず、初めにもう一度「表現」とは何か、又、一般的にはどんなふうに認識
しているのか考察する。
1．表現の概念
　我々人間はこの世に生をうけおぎゃ一と生まれた時から表現が始まっているの
であり、お腹が空けば泣いてミルクを要求し、次第に歩きだすようになり、言葉
を話すようになれば自分から食べ物を欲しがって要求する。又、他の動物も生き
るために獲物を追い子孫の繁栄に求愛行動をしているし、自然界の植物におい
ても、春に芽を出しきれいな花を咲かせやがて実がなって種と成り他の土に根を
おろす。このように、万物の輪廻転生一つひとつのすべての行為が表現している
といえるのである。
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　しかし、そのような生命の繰り返しではなく、私達人間が表現といっているこ
とは、心の中にある何らかの思いを、何らかの方法で他の人に伝えようとする行
為であり、そこには何らかの目的が生じている。そのような行為を日常的には表
現といっているのであり、たんなる反射的な表出（動き、仕草、即時的とっさの
ことば等）そのものは表現とはいっていない。つまり、気持ちや感情を伴ってお
り、意識をして何かを表そうとする行為を我々は通常表現と認識しているのであ
る。
　さらに、法律用語で表現の自由などといわれるが、文学や記述・口述等の言
語的表現、絵画や写真等の造形（美術）的表現、音を媒介とする音楽的表現、
舞踊やバレー等の身体的表現、芝居や演劇等の劇的表現等が一般社会では考え
られる。
2．保育内容としての表現の認識
　平成元年の教育要領の改定で音楽リズムと造形が統合され「表現」となった
が、もともと子どもの保育は領域にこだわらず総合的な面から援助しなければな
らないことは良く理解している。従って音楽リズムと造形、そして動き（体操）
等を含め統合されて「表現」となったことは致し方ないのかもしれない。大学の
授業においてはより専門的な分野から学問を追求するという面から、音楽も美
術も体育も一人の教育者が全部まとめて統合し授業を行うことは不可能である。
むしろそれぞれの専門的な分野から深く学んでいく方が細やかなニュアンスと繊
細な感性が育成できるはずである。
　しかし、子どもの立場から見ればあそびは総合的なのが当然であり、そのあそ
びの中かにそれぞれの細分化された要素が含んでいる。幼児のあそびはそれらを
切りはなすことは不可能であり、色々な要素があり、結び合いながらあそびがな
され発展し熱中していくのである。その中でも特に音・美・体は、関連し共通
する「表現」の要素が多分に含まれているので、文部省の前回の改定で「表現」
に統一されたのであろうと理解する。そうであれば、保育者養成校としてはそれ
ぞれの専門科目と関連性を探り、関わりながら援助法を研究していくということ
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が保育内容としては妥当であろう。
　昨今では様々な学会や研究会においても「表現」の内容や試論が論議されて
おり、それぞれの大学の授業においては「表現」を模索し構築しつつ確立に向かっ
て研究されている。その内容は変動的であり、それぞれの大学の特長があるもの
の数年間続き定着されるような理想的な講議内容は確立されていない。又、そ
の方が「表現」の性格上、その時代や地域、学生の気質等の状況にあった感性
を探れるので良いのかもしれない。
　保育における「表現」の認識は、先に述べた一般的な見解に止まらず、さら
に子ども達を注意深く観察し、子どもは今何を考えているのか、何をしょうとし
ているのか、何を望んでいるのか、と小さな表出でも見落とさず認めてやる大切
さと、何かを引き出してやろうとするような見方と、大人の価値観や既成概念を
植えつけないようにするようになってきている。
　こうした考えは、子どもの技術的にも未熟な「表現」や、微細な「心の動き」
までを逃がさず受け止めてやろうとすることであり、保育者が関心が無く受け止
め方のできていない場合、子どもの意志は伝わらず不満とストレスを生じさせる
ことになるからである。
　これは、前の一般的な「表現」とは少しことなり、子どもの個性や自主性を
尊重するような捉え方と傾向になってきているのではないかと考えられる。そし
て、たんに「音楽リズム」と「造形」をまとめただけではなく、あどけなくみず
みずしい子どもの表現、人間の生活行動を含めた表現、こころの移り変わりと
感性、結果よりも子どもの成長するプロセスを重視し、生きる行為のすべてを表
現として含めた保育観になってきている。つまり、「表現」の定義が変貌してい
るといえるのではなかろうか。
　ただし、今年の夏学校教育の在り方が朝日新聞で取り上げられたが、何でも
自由に認めてしまうことは、わがままで自由奔放な子どもになってしまうような
結果になる危険性も含んでいるので、教育要領の弊害も考えられる。もしそうで
あれば「表現」についても、慎重に将来を見据えた教育をせねばならない。
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3．教育課程基準の改善の概要について
　この項目については極めて重要なのであまり手を加えず引用することにした。
　平成8年7月に中央教育審議会の第一次答申があり、8月には文部大臣か
ら「教育課程の基準の改善について」諮問があり、教育課程審議会が発足した。
これに対し専門的分野の幼稚園教育調査研究協力者会議は平成9年6月に中
間報告をし同年11月に「時代の変化に対応した今後の幼稚園教育の在り方につ
いて」最終報告をした。これらを基に、教育課程審議会は平成9年11月に「教
育課程の基準の改善の基本方向について」（中間まとめ）として報告をした。
　注1）先ず、第一次答申を振り返ると、21世紀を展望した我が国の教育の在
り方について、変化の激しいこれからの社会において〔ゆとり〕の中で〔生きる
力〕をはぐくむことを重視している。さらにこの〔生きる力〕について「これか
らの子どもたちに必要となるのは、いかに社会が変化しようと、自分で課題を見
つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決す
る資質や能力であり、また、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思
いやる心や感動する心など、豊かな人間性であると考えた。たくましく生きるた
めの健康や体力が不可欠であることは言うまでもない」と述べている。さらに同
答申では、「〔生きる力〕は、単に学校だけで育成されるものではなく、学校・
家庭・地域社会におけるバランスのとれた教育を通してはぐくまれる」「家庭や
地域社会での生活時問の比重を増やし、子どもたちが主体的に使える自分の時
間を増やして〔ゆとり〕を確保することは、今日、子どもたちにとって極めて重
要なことと考える」として、完全学校週5日制の導入を提言している。
　次に、平成9年11月に教育課程審議会は中央教育審議会の第一次答申や第
二次答申の指摘を留意し総括的な検討と審議を行い「教育課程の基準の改善の
基本方向について」（中間まとめ）として報告がされた。それらの内容は次のよ
うになる。
※1一（1）教育課程の基準の改善に当たっての基本的考え方は、（子どもたち
　の成長への願いと学校への期待）として、次のように述べられている。
　教育は、子どもたちが、幼児期から思春期を経て、自我を形成し、自らの個
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性を伸長・開花させながら発達を遂げていく過程を扶ける営みである。その営み
は学校のみが担うものではなく、学校、家庭、地域社会が連携を図り、それぞ
れの教育機能を十分発揮してはじめて子どもたちのよりよい発達が促される。
一中略一
　学校は子どもたちにとって伸び伸びと過ごせる楽しい場でなければならない。
また、学校では、教科の授業だけでなく、学校でのすべての生活を通して、子ど
もたちが友達や教師と共に学び合い活動する中で、存在感や自己実現の喜びを
味わうことができるようにすることが必要であるとしている。
　ア、各学校段階の役割の基本
　　幼稚園については次のように考えられている。
　幼稚園においては、幼児の欲求や自発性、好奇心を重視した遊びや体験を通
した総合的な指導を行うことを基本とし、人問形成の基礎となる豊かな心情や
想像力、ものごとに自分からかかわろうとする意欲、健全な生活を営むために必
要な態度の基礎を培うことである。としており、他には、
　イ、子どもの現状、教育過程実施の現状と教育課題
　ウ、「時代を超えて変わらない価値あるもの」を身に付ける
　エ、社会の変化に柔軟に対応し得る人間の育成
　オ、完全学校週5日制下の教育内容の在り方
　力、教育内容の厳選と基礎・基本の徹底
　キ、学習の指導と評価の在り方
　　以上のような、改善に当たっての基本的考え方があり、それらは幼稚園教
　育にすべて関わっているのである。
※1一（2）教育課程の基準の改善のねらい
　　①豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚を育成す
　　　ること
　　②自ら学び、自ら考える力を育成すること
　③ゆとりのある教育活動を展開する中で、基礎・基本の確実な定着を図り、
　　　個性を生かす教育を充実すること
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　④各学校が創意工夫を生かし特色のある教育を展開すること
　となっており、生命の尊さ、美しいものに感動する心、モラルと倫理観、正
義感、自ら学ぶ意欲と主体的に学ぶ力を身に付け、思考力、判断力、表現力、
時間的・精神的にゆとりある教育活動を展開する、一人一人の個性を生かす、
地域や学校、幼児児童生徒の実態等に応じて、創意工夫を生かした特色ある教
育を展開する、学校と家庭・地域社会が十分連携を図り、開かれた学校づくり
を推進する。等のねらいが盛り込まれている。次に、
※3．各学校段階等ごとの教育課程の編成及び授業時数等
　（1）幼稚園の教育課程の編成及び教育時間等
　ア、教育内容は現行どうり「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」
　　の5領域で編成する。幼児の主体的な活動としての遊びを中心とした生
　　活を通して、一人一人に応じた総合的な指導を行うという幼稚園の基本
　　的考え方に立った教育を引き続き充実発展させていく。
　イ、地域に開かれた幼稚園づくりや預かり保育など地域の実情や保護者の
　　要請等を踏まえた幼稚園運営の弾力化を推進する。
　とあり、全体的ねらいと同じような内容も含まれている。
※4．各教科・科目の内容
　（1）幼稚園
　遊びを中心とした生活を通して、一人一人に応じた総合的な指導を行うとい
う幼稚園教育の基本的考え方は維持しつつ幼児の主体的活動が十分に確保され
るよう教師は幼児理解に基づき、計画的に環境を構成していくことや教師の遊
びへのかかわりなどその役割の基本について明らかにするとともに、次のような
改善を図る。
　（ア）心身の健康を培う活動を積極的に取り入れるとともに、幼児期にふさわし
　い道徳性を生活の中で身に付けるよう指導を充実すること。
　（イ）自然体験、社会体験などの直接的、具体的生活体験を重視すること
　（ウ〉幼児期にふさわしい知的発達を促す教育の在り方を明確に示すこと
　（エ）自我が芽生え、自己を抑制しようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の
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　特性に応じたきめ細かな対応を図ること
　（オ）集団とのかかわりの中で幼児の自己実現を図ること
さらに家庭や社会の二一ズの多様化に対応し、地域に開かれた幼稚園づくりや
預かり保育を推進するとともに、幼稚園と保育所の在り方について、両施設の
合築等による共用化など運用の弾力化を推進する。
　次に主な改善点が示されているが幼稚園に関係のあるものを抜粋すると、
③幼稚園では、遊びを中心とした楽しい生活の中で、豊かな体験を得させると
ともに、幼児期にふさわしい道徳性の指導を充実する。
　とあり、その他に完全週5日制が実施されることや、道徳教育やボランティア、
社会生活上のルールや基本的なモラルについて重視され報告されている。
4．モンテッソーリー教育に類似した「幼稚園教育要領」
　『子どもの家』の創設者として有名なM・モンテッソーリーは、教育について
次のように述べている。
　注2）子どもは受容的存在として、自分の中に成長していこうとする内的生
命力を本来持っているものである。それは、条件さえ整えられ、機会さえ与えら
れれば、内からわきでてくるものである。このような、児童の精神の中に備わっ
ている内的生命力を尊重していかなければ、真の教育は到底達しえないものであ
るとしており、それがモンテッソーリーの教育思想の中核になっている。子ども
の個性と自発性を基本原理とするモンテッソーリー法は、今回の「教育課程の
基準の改善について」に当てはまり類似するものであり、その流れを含むもので
あると考察する。
　子どもの内側から涌きいでてくるものが、成長を志向する力の信頼であるとも
いっている。
　子どもは、成長へ向けての積極的な精神的生命を持ち、その生命力にもとづ
いて自己発展をとげていくものであるから、教育にたずさわる大人のなしえるこ
と、なさねばならないことは、そのような自己発展の力を十分に機能させるよう
助成することである。
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　この可能性が可能体として実現されるためには、子どものそれぞれの発達段階
にぴったりと合致した教育的活動がなければならない。精神は単独に肉体から切
り離されて存在するものではない。身体的活動を通して、環境との相互作用の
中で成長をとげていくものである。それは漠然としたものではない環境とのであ
いが大切なものとなってくる。
　つまり、一つの方向性を持った精神的生命が、ある時期にほんとうに必要と
する精神活動を持つのである。この方向づけられた活動力の現れる時期を、モン
テッソーリーは「敏感期」と名づけている。最適の時期の最適の活動こそが真に
子どもの精神的糧となるものであり、その時期を逸することは、成長の主体にとっ
て大きな損失、とり返しのつかない逸期となるのであるといっている。
　子どもが精神を集中させて作業に取り組んでいるさまを見て、これこそ子ども
のほんとうの姿であると、モンテッソーリーは考え、その現象を「集中現象」と
呼んだ。この集中現象という概念も、敏感期という概念と並んで彼女の教育思
想の中でたいせつな位置を占めるものである。
　これらのモンテッソリー教育法が日本に紹介されたのも比較的早く1912倉橋
惣三が「婦人と子ども」という雑誌より「モンテッソーリーの教育」で発表して
いるが戦後になって普及しモンテッソーリースクール等ができている。
5．r表現」の在り方と授業目標
　幼稚園教育要領総則の基本には、教えるとか上から教え込むことと違い、幼
児の主体的な活動を促し幼児期にふさわしい生活が展開されるようにすることを
基本として考えられており、幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和
のとれた発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して、遊びを通して、子
どもの心情、意欲、態度などを教育の目標にし、さらに、5領域としてねらい
や内容を示し達成されるようになった。
　今回の改定の報告では、心のバランスと、自ら学び自ら考える力を育成する
こと、生きる力を基本に社会全体にゆとりの回復が求められるなどのねらいが示
されている。それらを受け、保育者養成校においては、生き生きとした活動を援
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助し主体的に子どもと関われる保育者を目指し養成している。そして教育要領
も改定から徐々に安定期に入ってゆくのであろうが、「表現」音楽活動と「感性」
を筆者なりに改めて問い正してみたい。
　現代社会の生活様式は様々で変容している。人は複雑でどろどろした渦の社
会の中を生きてゆかねばならない。さらに、友達や他国人とかかわりながら、自
国の伝承的文化を大切にし、人問として生きてゆかねばならない、その中にあっ
て主体的に生きてゆくこと、それが表現であり、同じように宇宙を含めた万物の
生命体すべてが表現していると考えられるのではないか。
　これまでの、音楽教育は教師が一方的に一斉教育で行なわれ、子どもの個性
を無視した技術指導になりがちである。これからの授業目標は、そういった一斉
教育を是正し相互作用の重要1生を認め、学生自身の個性を尊重し主体的な学
生自らの自発的な発想で、今何が必要かを考えられる創造的な音楽活動を授業
目標としたい。
　そのためには、教師（筆者）自身が学生の立場となり、学生が今何を考え何
をやりたいと思っているか、一緒になって考えることができるような「感性」を
持たなければならない。色々な事象体験と物事に感動のできる豊かな「感性」
も必要であるが、学生が好きな音楽、やりたい音楽活動を受け入れ、学生に溶
け込み関わることができるような柔軟で鷹揚力を備えた考え方を持たなければな
らない。それらを問題意識として掲げ、さらに時代にマッチした音楽表現のプロ
グラムを計画し保育者としての音楽活動の援助ができることを望んでいる。
　具体的には、学生が好きなファッションや映画、及び今流行りの音楽を理解
し、どうしてそれに興味を持ち熱中しているのか、どんな考え方を持っているの
か、若者の生活様式を理解し、溶け込んでいかなければならない。これは、前で
取りあげたモンテッソーリー法の「集中現象」という概念や「敏感期」という概
念で自己発展の力を十分に機能させるよう助成することに通じることであると述
べていることや、倉橋惣三が「幼児中心主義」の保育論を主張したことと類似
していることであり、二十歳前後の若者の場合にも当てはまるものと考えている、
その上で伝統的なスタイルの音楽にも興味を持てるよう援助していくことが適当
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であると考えるのである。
6．授業内容と保育者としての学生の洒養
　本学で行っている保育内容「表現」としての授業内容を、箇条書きに改めて
拾い挙げてみると次のようになる。
　イ）、幼児の心身の発達と機能の理解
　ロ）、日本の幼児音楽の変遷
　ハ）、音楽活動とあそびのかかわり
　二）、発達段階に合った季節の歌（童謡）や手あそび歌あそび
　ホ）、発達段階に合った楽器あそびと合奏
　へ）、伝統的わらべうたあそびについて
　ト）、音楽のイメージで身体リズム表現
　チ）、音楽のイメージでおとぎ話づくり
　リ）、ごっこあそびとオペレッタ
　ヌ）、他、視聴覚等の利用
　これらは、第2学年履修で通年の演習として行っている。このうちイ）・ロ）
はどうしても歴史や作曲者と歌の成り立ちについての話になり一斉授業的になっ
てしまうが仕方のないことであろう。又、子どもの体の発達やその機能の特長は
退屈であろうが、実習を控えていることや幼稚園免許と保育士の免許に関係し
ているので私語はあるものの騒いでいる者はない。
　そして、1時間をまるまる全部それにあてるのではなく、始めの部分は歌あそ
びとして、子どもとかかわる導入方をやっている。模擬授業的に学生にもやって
もらうので楽しさを感じることができるようである。この楽しさを長続きさせるの
は容易でないが、ハ）・二）を含めて次の時問からはテキストに沿って範囲を決
めその中から数曲を発表するよう課題を与えている。
　1クラスを8名前後のグループに分け、その中でピアノの当番と歌をうたいな
がら体で表現する者とに自分達で決めさせる。又、ここで選曲する歌は学生達
自身による選出であり、ピアノの当番もグループで相談の上決めている。これら
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は子どもの社会と同じように協調性が必要で自分勝手なわがままは余り許されな
い。そして、前に出て行うが恥ずかしさはあるものの、グループによる発表なの
で一人で行う時の緊張さは和らいでいる。かえって人前で行うので自信が築かれ
ていていくように思う。ピアノ伴奏はオリジナルのものではなく簡単に編曲され
コードで弾けるような簡易伴奏の楽譜を使用しているが、一週間の余裕があって
も人前で弾くには度胸と自信がたっぷり要求され、普段どんなに上手な学生でも
あがってしまうので不思議である。これらの発表はグループ毎で競わせているの
ではないが、まとまったものが披露されると歓声があがり、自分達のあそびの工
夫に刺激になっており、学生に主体性が生まれているものと考えている。
　勿論、テキストに沿い新しい歌や必要性が感じられる歌、あそび方のあるもの、
うたい方や歌詞の意味等アナリーゼをしてから前もって説明している。しかし、
幼稚園実習や保育園実習を終え後期半ばになると集中力が希薄になってくるが、
これらの表現が卒業後どこかの場面で役に立つことがあると思うと、止められな
いものがある。
　又、発表の前に練習の時間を多少与えている、この時各グループを見て歩き、
その振りはおもしろそうだね、とかちょっと変化があっていいね、とできるだけの
言葉掛けをしている。この一言の言葉掛けが、テレてしまう者もいれば、表現の
意味を理解してもらいたいと得意になって話しやってみる者もおり、内面に隠れ
た部分を知ることになり、ひいては学生と教師の信頼関係につながって学生の励
みになるのではないかと思っている。
　基本的な言葉掛けについては、保育者が幼児に対する場合と同じであり、学
生に対する場合でも同じで、掛け過ぎるとやかましく感じかえって反抗心を仰ぐ
ことになり良くないが、少しの言葉掛けはイメージを誘発させるので、良いこと
であると確信している。
　次に、ホ）の楽器あそびであるが保育内容という観点から教育要領を逸脱し
ない範囲で行っている。音への興味と子どもの発達能力に合わせた簡単なリズム
楽器を使用することから始まり、先ほどの表現に合わせ必要な歌やあそびに使用
させることから始めている。この場合も音楽的なハーモニーやリズムということか
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ら始めるのではなく、楽器を使用すると全体に生き生きしてくる、色彩が増え明
るくなり楽しくなることを理解させ、次第に年齢に合った楽器あそびや既成の楽
譜を使った合奏を行っている。
　この件に関しては、時間的余裕がない点と他の音楽の授業内容と同じになっ
てしまう点で十分な学習時間を持つことはできないが、もっと学生の創意工夫や
主体性を考え、学生のやりたいものや好奇心が持てる授業になるよう配慮せねば
ならないと反省している。
　へ）のわらべ歌あそびは、テキストの途中で季節や前後の歌あそびの関連で時々
でてくるのでその都度説明し、その場でできるものは行っている。わらべ歌あそ
びは学生が子どもの時大なり小なりやったことがあり、うる憶えで知っているも
のが多く、始まるまでなかなか腰が上がらない。しかし、やりはじめると楽しい
もので、子どもの頃を懐かしんだり自分のやった地域のあそびを誇らし気に行っ
ている者もいる。このように大人からの一方的な抑圧もなく、あそびが色々変化
して自分達で主体的に行うことができ、何度も楽しんでいるうちに仲間を増やし
あそびが広がっていく、そして、子どものあそびとしては縦割り保育の可能な伝
承あそびとして考えられる。
　一時であるが童心にかえり戯れることは、大人になってもうれしいことである。
わらべうたあそびの体験は、ほっとした安心感のある心境になれることであり、
幾つになってもよいものである。最近では音楽療法でも使用されることがあり、
心理的に安堵感が働き掛け気持を左右し子どもの心にいざなってくれる不思議
な力がある。このような子どものあそびの再体験は、保育者か母親ぐらいしか行
うことができないあそびであり、普通の社会人がやりたくてもできない貴重な体
験であると考えている。
　大人に成ってしまうとあそびの内容も大体把握しておりなかなかそれに加わる
ことをためらってしまうが、「子どもの発見者」として知られている思想家のジャ
ン・ジャック・ルソーは幼児期を人間にとっての理想の状態であるとして、大人
といえども真に人問的に幸福になるためにはこの理想の状態を心のなかにしっか
りと保っていなければならないといっている。まさにわらべ歌あそびはルソーのいっ
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ている理想の状態であると考えられる。
　又、ハンガリーのコダーイ・ゾルタンは、わらべ歌あそびの中に子どもの音楽
的能力の発達が遊戯や歌の形態によく現れており、ことばの抑揚や歌詞のリズム、
強調、高まり、メロディーのでき方が自然に整って素朴に表現されていると述べ
て、こどもの音楽的活動は自国のわらべ歌あそびから行うべきであるといってい
る。音感教育から考えても聴感覚が敏感になったり、色々な要素が含まれてい
るのは確かで、運動や言葉についても同じことがいえるのは当然であり、総合さ
れたあそびとして環境の面でも屋内でも戸外でも行なえる優れたあそびとして考
えられる。
　この二人の理念を考えると、日本の少子化や縦割り保育の少ない現状では、
幼稚園や日常のあそびのなかで多くのわらべ歌あそびを取り入れてもらいたいも
のであり、学生にとってももっと多くのレパートリーと体験をしてもらいたい音
楽活動である。
　ト）・チ）については、音楽の起源と音楽の持っている特質や特長を理解し
たうえで、音による印象や影響からイメージできる心情や情景を思い浮かべ、単
なる反射運動ではなく心理的に働くひらめきを、体の動きやリズム運動で表現し、
ストーリー性を持たせた小品（寸劇的なもの）に発展させている。イメージは、
けして人それぞれ同じものではないが音楽の持つ雰囲気や印象は大体同じで、暗
い音楽は静まりかえり心をふさぐように感じ、リズミカルのある音楽は明るく動
き出したくなるような感じがするものである。
　作曲者は、音の組み合わせの技術と音の響きやハーモニーさらに楽器の音色に
よって自分の気持ちや心理を表現している。聞き手はその音楽から感じられる印
象から作曲者の気持ちや心理に感動してその音楽が好きになるのである。大作
曲家といわれるゆえんはその感動する度合いが大きいか、うったえる力が強いの
でその魅力の虜になってしまうためである。こうしたことから音楽は、コミュニケー
ションの一つと考えられるので、学生達が感じている内面的な印象やイメージを
音楽を通じて体の動きや動作で表現してもらうことがねらいである。体を伸ばし
たり縮めたりゆらしたりスキップする即時反応だけではなく、音楽の小品の連結
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や行進曲を利用しストーリ（話に筋）を持ったドラマチックな表現となるよう工
夫することによって、グループ活動ではあるが、自分達で自発的に考え取り組む
ことになり主体性が築かれることと考える。この活動はピアノの部分を交代で行
い他の者が音楽に合わせ体で演技をする、使用するテキストは指定するがその中
から学生達の表現する内容に合わせ5曲前後選曲する。朝起きて歯磨きをし、
ご飯を食べてバスに乗1）幼稚園であそんだ一日の様子を行うグルーフ。や、ハイキ
ングに行って途中で小川に落ち皆で助ける様子、動物園の様子、等々様々なで
きごとをを想像して音楽に合わせ表現され楽しいものである。そして、その動き
と音楽が完全に一致したグループや学生は、他の学生からも感動の拍手を浴び
ており、行った本人達はやったぞという歓声と充実感や満足感を味わっている光
景が見られる。ここまでくる間には引っ込み思案になり尻込みしてしまう者や、
輪に和めず、主観的考え方の違いで途中で挫折している者もいるのではないかと
思うが、殆どの学生は楽しくやっていて苦情は出ていない。
　チ）については、音楽から受けるイメージを文章に書きストーリーを考え簡単
なおとぎ話として表現する試みである。先ず音楽を一度聞かせ、筆者が作った話
を音楽と共に朗読して例を示す、すると拍手などして少し感動しているようであ
る。次に学生におとぎ話しを作らせるための音楽を聞かせる。この音楽は煩雑な
数の中からセレクトしたものであるが、様式やジャンルにこだわらずどんな種類の
音楽でも良いと思う。でも学生にとっては初めての経験になるので、イメージし
やすくクラシックの中でもポピュラーなものを選んでいる。さらに、共通した印
象を持つために、普段学生が練習している程度のピアノ曲（ブルグミュラー25の
練習曲等）を筆者が弾いて聞かせ、部分毎にどんな印象がしたかどんなイメージ
を持ったか何人かの学生に尋ね、音楽によって同じようなイメージや雰囲気を持
つことができることを認識する。その後に、心理的な心の移り変わり（推移）は
どんなふうにイメージしても自由でありどんなふうに発展しても自由であることを
告げ、物事を違った面からみて空想し、架空のおとぎ話し作りに入る。音楽の
始まりでは動植物やお菓子、人形、乗り物、お姫様や王子様の夢の世界等を擬
人化して動機を作り、音楽の転調や変化によって感じた印象を、こわさ、おも
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しろさ、悲しさ、スリルさ等で話にアクションを加わえ展開し変化し構成してい
くことを教え援助する。30～40分程何度か聞くうちに、始めに音楽を聞いた時
にはこんな音楽では作れないといっている者が、少しづつのヒントとイメージを与
えることによって童話作家になったようにコッコッと机の上を鉛筆が走っている。
　学生の文章を読んだ結果は、始まりから終るまでの音楽の様子を情景を描写
するような言葉だけになってしまう者が全体の3割程で、その他殆の学生は自分
なりに工夫して創作し、おとぎ話として子どもに話せるような内容になっている。
題名は知らせずに行っているが、曲の雰囲気によって大体の話の内容が似通つて
いるのは当然といえることである。しかし、ヒントやイメージの与え過ぎの場合
もあるので注意しなければならない。
　この試みは学生の持っている感性や一人ひとりの個性が表れているので、学生
がどんなふうに音楽を感じているのか、どんなふうに表現しょうとしているのか認
識でき、学生の気持ちや性格を知る意味で大変良いことであると考える。又、
時間がある場合はグループの中で回して読み合い、その中から選ばせたものを音
楽に合わせ朗読することもできる。この場合、他の学生に自分の気持ちを表現
することや、言葉によって抑揚をつけ朗読の表現方法をためすことができる。こ
の結果学生どうし共感を持つことができ、他の学生の思ってもみない感性に気づ
いたり驚いたりできるので、感性の育成に繋がり良いプランではないかと考えて
いる。音楽の選曲では学生の入る余地がなく一方的であったが、教材を選ぶと
いう点では仕方がないことであり主体性を持たせるという点では他のグループが
選んだ曲を聞き合うことにすれば解決ができるのではないかと考察する。
　リ）のごっこあそびとオペレッタでは、これまで歌や楽器による表現体の表現
文章や話しによる表現を行ってきたので、その話の中の登場人物になり劇ごっこ
を行うことが総合した表現として考えられる。幼児のあそびを考えてみても、子
どもは変身するのが得意であり、子どもの間で流行っている人気キャラクターに
なりたいという願望を持っているものである。つまり、主役がテーマソングをうた
い登場人物毎に自分をアピールするイメージソングをうたいながら、話しの筋に
沿って演技をしドラマにすればそれでもう立派なミュージカルとなるのである。
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　自分で作り創作していくとなると少し時間がかかってしまうが、ごっこあそび
ができればミュージカルはできるはずである。問題は興味と学生が音符や楽譜に
取り組む姿勢があれば必ずできるであろう。すでに学生は音楽の小品の連結で全
身を使ってリズミカルな表現を行い、音楽のイメージによるおとぎ話作り、と色々
な音楽体験を重ねて盛か）上がってきているので、ここで創作ミージカルを行えれ
ば一番相応しいことである。今の学生はその発想能力や器量は十分持っており
可能なことである。しかし、筆者の授業時間数ではそこまでの余裕が確保できな
いことと、あくまでも保育内容「表現」であるので幼児向けの既成のミュージカ
ルを行っている。
　この体験で得ることは、音楽、演技、造形、言語など総合的な完成度とし皆
と協力して作り上げることができることにある。又、ピアノ等の技術習得の面で
は演奏能力の差がはっきりと表れ感性も貧弱に緊張感となって出てしまうが、こ
の体験は、学生の隠れた面の感性を引き出すことができることである。つまり、
役柄によっては一人ひとりの個性を発揮し、お互いに批評し合い認め合って自
発的に主体的に活動することができるのである。いきなりミュージカルを行うの
ではなく、関連する予備的なトレーニングと活動を体験しながら系統立てて行え
ばこの利点は非常に大きいと考察するのである。
　ヌ）そして感性の育成として視聴覚を利用しアプローチすることも、効果があ
る。過密なスケジュールの中で2・3度ビデオも視せているが、それらを示すと
次のようなものがある。
＊厚生省「ポップコーンはじけた」　表現活動シリーズ（1）20分前後
　　製作著作、財団法人　朝日生命厚生事業団
　　企画、日本総合愛育研究所
　　児童文化財研究部会
　風船がふくらんでから飛んでいく様子、おもちが焼けるようす、ポップコーン
を焼く時のはじける様子、尺取り虫の様子等々表現の面白さを訴えている内容
である。
＊厚生省「スカーフ売りとお猿さん」表現活動シリーズ（2）30分位
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　　製作著作、財団法人　朝日生命厚生事業団
　　企画、日本総合愛育研究所
　　児童文化財研究部会
　お話しのおもしろさから、まねっこあそびになり、スカーフ売りとお猿さんの劇
ごっこに発展するあそびが内容になっている。
＊ペリカン鳥「カッタ君」30分前後
　　日本テレビ平成5年前後に放送され筆者が録画したもの
　ペリカンが幼稚園に入り込み好きになった音楽と子ども達の様子や動物の生
態を収録したもので、音楽と動物と幼児の融合をテーマにした内容でペリカンの
成長の過程で自然の摂理には逆らうことができないところに、学生も胸をうたれ
感動する。
＊「未知との遭遇」120分
　監督・脚本スチーブン・スピルバーグ、
　宇宙人との融合でハンドサインを用い音による会話に成功し、宇宙人と心が
通じ合うことができたことに非常な感動を示す。ハンガリーのコターイ・ゾルター
ンの提唱したハンドサインが単なる意志を伝える方法としてだけではなく、音楽
と結びつき感情も含め表現することができたことを確認することができる。さら
に、コダーイの音楽教育観にも興味がわき音楽への見方も変わってきた。
＊「天使にラブソングを」120分
　監督　エミールメアルドリーノ
　主演　ウーピー・ゴールドバーグ
　ヤクザの妻が罪から逃げるうちに修道院に入ることになり、教会のコーラスを
指導し教会が栄えるようになつていくストーリーである。団員が音楽の楽しみを
感じるようになりハモニーやリズムが良くなってどんどん上達しミサに一般市民
が大勢集まり受け入れられていく、その過程のなかで音楽を通し友達の友情や絆
ができてゆく。クラシックとは違ったジャンルを超えた楽しさや喜びが学生に感
動を与える作品である。
　その他で音楽に関わる推奨できるVTRとしては、次ぎのようなものがあるが
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時間の都合でこの授業時間では視せることはできないので、ゼミナールで視聴し
ている。参考のために載せておくことにする。
＊「不滅の恋人とベートーベン」
　監督　バーナー・ドローズ
　主演　ケーリー・オールドマン、イザベラ・ロッセリーン
　天才音楽家ベートーヴェンは一生結婚をしていなかったが、本当に恋人はいな
かったのか、弟子シンドラーは遺産の相続を巡り、不滅の恋人が誰だったか探し
回る。ベートーヴェンの甥カールにかける愛情やヒューマズム的な面も分かる内
容である。
＊「シャイン」105分
　監督　スコット・ヒックス
　主演　ジフリー・ラッシュ
　　　　ノア・テイラー
　角川書店より「すべては愛に」という題で妻が出版した、天才ピアニストのデ
ビッド・ヘルゴットの生涯を映画にしたものでノンフィクションである。待望が
かなってラフマニノフのピアノコンチェルト第3番を弾いている最中に障害者に
なってしまうという内容で非常に感動する映画である。
＊「即興曲」（愛欲の旋律）110分
　監督　ジェームス・ラビン
　主演　ジュディ・テイヴィス
　　　　ヒュー・グラント
　ショパンのピアノ音楽は、当時のポーランドの音楽としてはひ弱な音楽であっ
たので滅多に演奏されることがなかった。ショパンはフランスに行き名声を揚げ
るが、スポンサーとして知り合ったジョルジュ・サンドと恋に落ちる。社交界の
中でリストやシューマン等の音楽家が出てくるのでその時代の音楽の状況がわか
り非常に興味深いものがある。
＊他にも、「コーラスライン」、ブロードウェイミュージカル「ホーティセカンドス
トリート」、「陽のあたる教室」、古いもので「未完成交響曲」等がある。
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　以上のものがあるが、これらの映画をただやたらに視せれば良いというもので
はない、授業の進み具合や活動内容に応じて判断し、学生にとって関心のある
もの新鮮なものとして感じられ、感性や表現の一助となるものでなければ意味が
ない。しかし、現在の学生の社会の中で情報化は非常に速い、すばらしいもの、
感動するものにはすぐに反応する。例えば「タイタニック」や「もののけ姫」等
がそうであろう、我々もその瞬間を見逃さないようにして、授業に取り入れるチャ
ンスを持たなければならない。
7、まとめ
　やってみようとする興味、たくましく生きる力、表現するよろこび、いっしょ
に行う協調心とマナーやモラルが展開されるのは理想であるかもしれない。しか
し、前述の色々な体験を通じて、表現の多様さ、表現のおもしろさ、表現の必
要性を自然に体験できるのではないかと考える。
　いままでの保育内容「表現」は、童謡やお遊戯で模擬授業等を行う一辺倒の
内容になっているところが多いようである。しかしながら、ただたんに煩雑に色々
行えば良いと思っている訳ではない、様々なことが考えられるが、授業目標をはっ
きりと掲げ学生と教師の相互理解のもとに学生が主体的になって行うことができ
るような系統立てたプランが望ましい。そういった意味で考えると「表現」とし
ての音楽体験は難しくなってくるが、例えば、伝統的な日本音楽の中では和太
鼓をやってみることや、神社で行われるような神楽や町や村にのこる風習も、昔
から伝わる日本文化を理解することや手や体の動きや形仕草にどんな意味がある
のか、内面の心理的なことはどんなことをことを表しているのか良い表現体験に
繋がることと思う。また、今現在何気なく生活しているが、社会の中にある音を
収集し様々な楽器で表現することや紙芝居ペープサート等と音楽を組み合わせる
ことも、学生の自主性や主体性のある音楽活動として考えられるのではないかと
思っている。
　幼稚園実習の後に、子どもが生き生きと感じ興味をもってやっていた音楽表
現活動は何かをアンケートしてみた。結果はやはり、子どもは動くことが好きで、
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音楽に合わせ体を動かすこと（ぞう、かめ、うさぎ、りす等動物を模倣すること）、
好きなキヤラクター（ポケットモンスター、ドラエモン、ウルトラマン、アンパン
マン等）になってうたっている時、知っている歌をやっている時等に回答が集中
した。手あそびは、色々なレパートリーを数多く知っていた方が良いのかと思っ
ていたが、レパートリーはある程度必要であるが、それよりも1つのものでも色々
なバージョン（例えば、ひげじいさんでもアンパンマンやポケモンやドラエモン）
をよろこんでやっているという回答が多かった。これは、1998全国大学音楽教育
学会北海道大会の東京以北の保育者を対象とした調査を基にによる共同研究で
「手あそび指あそびに関する研究」についての発表でも同じ結果であった。
　このようなことを考察すると、学生にとって必要なことは数多くの歌や手あそ
びを覚えていた方が良いという訳ではない。音楽でも自発的に行うもの、工夫し
て考え主体的に行なえるものではないかと思う。童謡をうたうにしても、強弱や
声の質、言葉の抑揚や盛り上がり等どうしたら子どもに関心をもってうたっても
らえるか、他の人の歌を聞いたり模範演奏を聞いて実体験から自分の感性を育
み、視聴覚・コンピューター等を利用し新鮮な情報を得自分で工夫して見つけ
てゆくことであり探し出してゆくことである。
　そして、教育要領の改定前に考察することは、生き生きとした活動を援助し
主体的に子どもと関われる保育者とは、まさに「こころのゆとり」がなければ考
えられるものではない。
　最後にあたり「表現」とは、これから生きてゆくために生涯ついて回る切って
も切れないものであり、常に新鮮な感性を持ち、新しい発想で考え主体的に行
うことである。
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